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後期高齢者窓口負担 2倍化法

案 
 ７５歳以上窓口負担２倍化法案は、６月３日の厚労委員会での強行採

決が狙われています。改めて厚労委員、地元国会議員へのＦＡＸ要請行

動を強めていただくようよろしくお願いします。 

廃案に！ 

国会審議で明らかになった問題点 

◆法案に 2 割負担の対象が書かれていない!! 

政府は、2割負担の対象は、単身世帯「年収 200万円以上」（課税所得 28万円以上）、夫婦世帯「年収 320万

円」（所得が多い方が同 28万円以上）と言っていますが、法案には書かれていません。政令で定めるとしている

ことから、今後無制限に拡大できることになります。 

◆給付費 1050 億円減少は、「受診控え」!? 

政府は、2倍化の導入による「受診控え」によって、給付費を 1050億円も削減できるとしています。菅首相は、

受診控えの影響額も踏まえず「直ちに健康に影響しない」と答弁していますが、厚生労働省が持参した各種研究

論文では過去の窓口負担増で受診控え・健康悪化が起きた実態が示されています。 

◆年収 200 万円以上の根拠が示せない!! 

政府は、年収 200万円以上の世帯の収支差を「年 12万円の黒字」としていますが、サンプル数は 123世帯に過ぎ

ません。「負担能力はある」は極めて乱暴です。 

◆現役世代の負担軽減は、わずか月 35 円!! 

「現役世代の負担軽減」と言いますが、本人負担の軽減はわずか月平均 35円（22年度）程度です。 

 

福岡県民医連では

毎週月曜日の昼宣

伝、最後まで訴え

続けます！ 
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